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川柳は５７５の自画像 

―若菜はるおの画・編集が全てを変えたー  

 

 

文化世相作家  佐々木晃彦  

 

「川柳は５７５の自画像―その１―」を、財団法人昭和経済研究所の「アラブ・スタデ

ィズ」月報 2024 年 9 月号に、「同―その２―」を同年 10 月号に掲載戴きました。その拙

文を読まれた若菜はるおから、「折角の内容なのに、読んでいて少しも惹かれないのが惜

しい」との意見を頂戴致しました。そして、「こんな構成にしたら読者も楽しいし、言い

たいことも良く伝わるのでは？」と手渡されたのが添付のペーパーです。「文字原稿を単

に連ねるだけでは、読者の集中力も切れてしまう」と語る若菜の説明に、私は根底、納得

しました。  

若菜はるおを簡単に紹介致します。1955 年～1965 年は、演劇、テレビ、ラジオで活躍

し、1962 年～1977 年はスリー・トーンズのリーダーとして寄席で  

大人気を博し、1979 年～2006 年は社団法人日本演芸家連合(会員に、  

落語芸術協会、落語協会、講談協会、日本浪曲協会、日本奇術協会、  

太神楽曲芸協会、漫才協団、東京演芸協会、ボーイズバラエティー  

協会、日本司会芸能協会ほか)の事務局長職で、重責を担いました。  

それ以降は演芸デザイン室主宰者として、91 歳になる今も現役です  

(会報「楽夢」no.82、2024 年 1 月 15 日)。              若菜はるお  

 

拙文が生まれ変わったように、元の素材に手を加えて変身を図り別の作品を生む、これ

って音楽界では頻繁にあります。ベートーヴェン作曲の「エリーゼのために」を原曲に、

1959 年にはザ・ピーナッツの「情熱の花」が生まれました。竹内信光、岩谷時子作詞、

宮川泰作曲で、1962 年にザ・ピーナッツが歌った「手編の靴下」があります。これを原

曲に岩谷時子と宮川泰の手で 1966 年に発表され、園まりが“曲の持つ世界観”を豊かに表

現した「逢いたくて逢いたくて」、これも良く知られております。2003 年に平原綾香が歌

った、吉元由美作詞、坂本昌之編曲の「JUPITER」は、グスターブ・ホルスト作曲の

「惑星」第 4 楽章、「木星」を元に作られています。  

私自身の卑近な例で恐縮ですが、教育ネタを中心に、親しいお笑い芸人仲間に台本を

提供していた同じ時期に、専門としている「文化経済学」を、漫才や漫談の台本としてま

とめたい・・とも考えておりました。そんな折り、寄席で人気絶頂だった漫談家のローカ

エッセイ 
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ル岡から、「一緒に寄席に上がろう」と熱心なお声掛けがありました。他方、カラオケや

懇親会でご一緒していた牧伸二から、「大学の先生は話が下手だからなぁ」と、度々痛言

を頂戴してもおりました(上手な人もおられます・・と内心呟くが)。そのような経緯もあ

り、大学で教育・研究に従事しながら、社団法人ボーイズ・バラエティー協会に所属しま

した。坊屋三郎がお元気な時代です。日本演芸家連合の会員名簿に、「文化世相漫談 ロー

カル晃彦」と掲載されていたことは、後日、知りました。  

私が書いた「漫才文化経済学」を使い、厳しい稽古を経て「第 18 回ボーイズ・バラエ

ティー大会特別興行」(新宿末広亭、1999 年 7 月)で漫才師デビュー(写真下)。同郷のケ

ーシー高峰やビートきよし、同時期に協会に入った腹話術のいっこく堂も楽屋に顔を出

し、楽屋は賑やかに。(詳細は「縁は異なもの味なもの―2 代目桂小南からローカル岡の

40 年―」財団法人昭和経済研究所「アラブ・スタディズ」月報 2024 年 7 月号)。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローカル岡とローカル晃彦(新宿末広亭) 

 

末広亭を皮切りに「五感を磨く」「文化的贅沢」「美術館に物申す」などで、国立演芸

場、浅草東洋館、上野広小路亭ほか多くの舞台に立ちました。学問としての「文化経済

学」や「芸術経営学」「文化産業」が衣替えをし、自己変革をして第ニの人生を歩く、生

まれ変わって生々発展する・・そんな試みの一事例です。  

さて、若菜はるおは 90 歳を超え、リハビリと対峙する状況にありながら、文字原稿の

新しい価値観生成に向けて編集に取り組んでおられます。お目通し戴ければ嬉しいです。

最後になりましたが、財団法人昭和経済研究所アラブ調査室の、武石礼司室長のご好意で

掲載に至ったこと、心より感謝致しております。ありがとうございました(文中の敬称

略)。  



は
じ
め
に

　

2011

年
3
月
に
65
歳
定
年
を
迎
え
、
4
月
か
ら
は
客

員
教
授
な
ど
非
常
勤
の
身
分
で
前
期
2
大
学
、
後
期
2

大
学
に
出
講
し
て
い
た
。
常
勤
が
解
け
た
こ
と
で
自
由

時
間
が
で
き
、
念
願
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
で
30
年
ぶ
り
に

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
き

な
が
ら
の
大 

学
通
勤
で

あ
っ
た
。

　

演
奏
は
好
き
だ
が
、

全
て
の
日
曜
日
が
ス
テ

ー 

ジ
や
音
合
わ
せ
で

潰
れ
た
。
日
曜
日
以
外
に

も
パ
ー
ト
の
練
習
が
入
り
、

窮
屈
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
下
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で2017

年
5
月
21
日
を
最
終
日
と
し
て
、
一
旦
、
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
を
離
れ
る
こ
と
に
し
た
。

　

今
ま
で
が
︿
音
さ
が
し
﹀
な
ら
、
こ
れ
か
ら
は
︿
言
葉

さ
が
し
﹀
を
、
と
無
謀
な
こ
と
だ
が
川
柳(

注
１)

創
作

に
身
を
投
じ
て
い
る
。

① 

日
野
本
町
川
柳
会

　
　

１ 

言
葉
さ
が
し

　

私
に
日
記
を
つ
け
る
習
慣
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

折
々
の
想
い
を
川
柳
で
詠
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
過
去

を
振
り
返
り
、
そ
の
時
時
の
感
情
や
様
子
を
思
い
出
す

こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
・
・
、
そ
の
よ
う
な
期

待
が
あ
っ
た
。

　

2017

年
6
月
1
日
、私
は
日
野
本
町
川
柳
会
に
入
り
、

主
宰
者
の
市
川
一
先
生( 

注
2)

に
師
事
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
市
川
先
生
は
、
大
正
～
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し

た
六
巨
頭
の
一
人
、
村
田
周
魚
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
方

で
あ
っ
た
。

　

先
生
は
柔
ら
か
な
物
腰
で
「
私
は
生
き
方
が
下
手

で
・
・
」
と
自
虐
的
な
自
己
紹
介
を
し
、︿
見
る
目
の
新

鮮
さ
、
そ
こ
か
ら
紡
ぐ
面
白
い
表
現
﹀
を
す
る
よ
う
私

に
求
め
た
。
約
10
人
い
た
仲
間
の
平
均
年
齢
は
78
歳
で
、

71
歳
の
私
は
最
年
少
の
若
者
で
あ
っ
た
。
初
心
者
で
あ

り
、
取
り
敢
え
ず
言
葉
を
５
・
７
・
５
に
収
め
る
こ
と
か

ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

な
お
、本
文
中
の
川
柳
は
全
て
、市
川
一
編
の
月
刊
『
川

柳
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
に
掲
載
済
み
拙
句
で
あ
る
。
浅
薄

な
句
が
散
見
さ
れ
る
が
、
詠
み
始
め
て
7
年
経
っ
た
今

も
日
々
学
習
の
身
で
あ
り
、
ど
う
か
ご
容
赦
戴
き
た
い
。

 
○ 

体
重
は
？
耳
に
し
み
い
る
医
者
の
声

 
○ 
記
憶
に
は
な
い 

に
嘘
な
い
健
忘
症

 
○ 
議
論
好
き
勝
つ
た
び
友
が
去
っ
て
行
く

 

○ 

言
う
こ
と
は
デ
カ
イ
が
コ
マ
イ
金
遣
い

 

○ 

半
音
下
げ 
の
ん
び
り
暮
ら
そ
う 

こ
れ
か
ら
は

　
「
17
文
字
し
か
な
い
ん
だ
か
ら
、
説
明
し
過
ぎ
な
い
よ

う
に
」「
詰
め
込
み
は
駄
目
で
す
よ
。
読
む
人
の
想
像
力

を
信
用
し
て
省
略
で
き
る
と
こ
ろ
は
省
略
し
て
下
さ
い
」

「
少
し
漢
字
が
多
過
ぎ
ま
す
。
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
も

使
っ
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
読
み
や
す
く
」。

　

市
川
先
生
か
ら
は
色
々
な
角
度
か
ら
厳
し
い
ご
指
導

を
受
け
た
。「
現
代
川
柳
は
川
柳
に
依
る
自
画
像
。
作
者

自
身
が
脚
本
・
監
督
・
主
演
で
映
画
制
作
を
す
る
よ
う

な
も
の
。
喜
・
怒
・
哀
・
楽
、
特
に
《
怒
り
》
と
《
哀

し
み
》
を
恋
、
家
族
、
人
生
の
舞
台
で
表
現
す
る
の
が

現
代
川
柳
」( 

杉
山
昌
善 ) 

と
も
学
ん
だ
。

 

○ 

愛
そ
そ
ぎ 

金
も
そ
そ
い
で 

子
は
彼
方

 

○ 

子
の
あ
と
は 

定
年
パ
パ
に 

手
が
か
か
る

 

○
『
金
貯
ま
る
本
』
買
い
続
け
貯
金
消
え

 

○ 

口
数
は
多
い
が 

言
葉
足
り
ぬ
人

 

○ 

フ
ァ
ミ
レ
ス
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
の
ヨ
タ
ヘ
ロ
族

　

杉
山
が
現
代
川
柳
の
テ
ー
マ
で
暗
に
指
摘
し
て
い
る

が
、
周
り
を
見
渡
し
て
も
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
に
囲
ま

れ
過
ご
し
て
い
る
人
、
過
ご
し
て
き
た
人
は
い
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
こ
に
句
材
は
転
が
っ
て
い
る
。
換
言
す
る

な
ら
、
日
常
会
話
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
や
、

味
覚
、
聴
覚
、
視
覚
、
臭
覚
、
触
覚
か
ら
の
情
報
を
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
、
社
会
情
勢
を
通
し
た
体
験

や
思
い
を
、
人
生
の
矛
盾
か
ら
生
じ
る
皮
肉
や
滑
稽
で

共
感
可
能
な
ユ
ー
モ
ア
で
包
み
込
む
。
そ
の
上
で
、
丁

寧
に
年
を
重
ね
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
詠
む
こ
と
に

尽
き
る
。
例
え
ば
、体
が
多
少
辛
く
て
も
笑
っ
て
過
ご
す
、

ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
を
掲
げ
た
い
。
人
生
の
第
4
コ
ー

ナ
ー
か
ら
静
か
に
忍
び
寄
る
老
化
は
、
実
は
朗
化
。
様
々

な
形
で
浮
き
出
る
加
齢
現
象
を
、
嘆
く
ふ
り
を
し
な
が

ら
寧
ろ
訪
問
者
と
し
て
歓
迎
す
る
。
そ
し
て
川
柳
を
詠

み
、
笑
い
飛
ば
す
。
つ
ま
り

 

○ 

川
柳
は 

文
字
が
ス
イ
ン
グ
す
る
舞
台

 

○ 

川
柳
は 

十
七
文
字
の
社
会
劇

 

○ 

川
柳
は 

文
字
駆
け
回
る
晴
れ
舞
台

 

○ 

川
柳
は 

文
字
転
ば
せ
て
映
像
化

で
あ
る
こ
と
が
考
え
得
る
最
善
の
目
的
で
あ
る
。

　
　

２ 

川
柳
の
３
要
素

　

詠
み
手
は
口
語
調
の
言
葉
遣
い
、
誰
に
も
分
か
る
テ
ー

マ
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
空
気
、

場
面
を
捉
え
た
描
写
は
映
像
化
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

　

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見
て
本
質
を
つ
い
て
い
る
穿

( 

う
が ) 

ち
、
自
然
に
《
ク
ス
リ
》
と
零
れ
る
笑
い
、
サ

ラ
リ
と
詠
ん
で
深
味
が
あ
る
軽 ( 

か
ろ )

み
の
あ
る
言
葉

遣
い
が
欲
し
い
。
権
力
者
に
は
チ
ョ
ッ
ピ
リ
歯
向
か
い
、

時
に
は
多
少
の
品
性
が
欠
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
そ

れ
も
川
柳
と
思
っ
て
い
る
。
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
の
な

い
人
間
の
資
質
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
詠
み
手
と
読

み
手
が
一
緒
に
な
っ
て
共
有
性
の
高
い
世
界
観
を
創
る
。

こ
う
し
て
世
の
移
ろ
い
を
レ
コ
ー
ド
化
し
て
い
く
の
が

理
想
で
す
。

 

○
︿
て
い
ね
い
﹀
と
︿
寄
り
添
っ
て
﹀
に
も
新
定
義

 

○ 

生
活
に
困
ら
ん
奴
の
政 ( 

ま
つ
り
ご
と )

 

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
俺
は
い
ら
な
い
牛
じ
ゃ
な
い

 

○ 

税
金
は 

年
貢
じ
ゃ
な
い
よ 

総
理
殿

 

○ 

東
京
五
輪 

裏
が
際
立
ち 

お
も
て
な
し

 

○ 

元
理
事
の
四
度
の
逮
捕
は
五
輪
新

 

○ 

聖
火
消
え 

不
審
火
残
る
五
輪
村

 

○ 

バ
ッ
ハ
さ
ん 

ソ
ナ
タ
は
解
せ
ぬ 
要
変
調

 

○ 

ト
ラ
ン
プ
が
「
エ
ー
ス
は
俺
」
と
譲
ら
な
い

川
柳
は
５
・
７
・
５
の
自
画
像　
　
　

そ
の
１　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

文
化
世
相
作
家  

佐
々
木 

晃 

彦

編 

集 

・
画   

若
菜
は
る
お

 

○ 

我
が
国
は USA 

の
離
島
な
の
？

 

○ 

新
年
の
祝
砲
止
ま
ぬ
北
の
空

 

○ 

ミ
サ
イ
ル
の
墓
場
に
な
り
そ
う
日
本
海

 

○ 

青
か
っ
た
地
球
こ
の
ご
ろ
青
ざ
め
て

　
　

３ 

川
柳
に
顕
彰
制
度

　

川
柳
教
室
を
主
宰
す
る
市
川
先
生
は
、
私
た
ち
が
川

柳
創
作
に
挑
戦
す
る
な
か
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
、
創

作
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
こ
と
を
心
配
さ

れ
、2019

年
1
月
か
ら
顕
彰
制
度
を
設
け
て
下
さ
っ
た
。

毎
月
『
川
柳
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
に
掲
載
さ
れ
る
約
30
人

の
教
え
子
の
作
品
、
約
180
句
か
ら
、
月
間
秀
句
を
3
句

選
び
顕
彰
し
て
き
た
。

　
「
川
柳
に
文
才
は
必
要
な
い
」「
川
柳
は
世
界
で
一
番

短
く
、
自
由
な
文
芸
」( 

川
柳
家
の
水
野
タ
ケ
シ )

と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
始
め
た
ば
か
り
の
私
は
、
広
辞
苑
、

類
語
辞
典
、
カ
タ
カ
ナ
新
語
辞
典
が
手
離
せ
な
い
。
い

つ
も
そ
れ
ら
を
開
き
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
の
見
え
な
い
言

葉
さ
が
し
に
励
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
取
り
組
む
ほ
ど
奥
行
は
広
が
り
、
一
つ
の

言
葉
を
探
す
の
に
も
手
間
取
っ
て
い
る
。近
年
は
、容
子
、

国
母
、
し
の
、
隆
の
栁
号
を
持
つ
4
人
の
仲
間
と
詠
ん

で
き
た
が
、
以
下
、
月
間
秀
句
に
選
ん
で
戴
い
た
拙
句

を
紹
介
す
る
こ
と
、
ど
う
か
お
許
し
願
い
た
い
。

　

下
に
『
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
へ
の
掲
載
年
月
を
付
し
た

が
、
令
和
5
年
4
月
の
句
は
時
事
川
柳 ( 

注
3)

で
、
当

時
の
時
代
状
況
が
読
み
取
れ
る
。
中
国
は
処
理
水
を「
核

汚
染
水
」
と
呼
び
、
日
本
産
水
産
物
の
全
面
輸
入
禁
止

○ 

幸
せ
を
た
く
さ
ん
詰
め
た
妻
の
腹 

平
成
31
年
1
月

○  

痩
せ
サ
ン
マ
妻
と
分
け
合
い
酒
う
ま
し 

令 

和 

元 

年
1
月  

○ 

て
い
ね
い
に
官
僚
の
メ
モ
繰
り
返
す 

令
和
2
年
9
月

○ 

新
聞
と
テ
レ
ビ
に
コ
ロ
ナ
根
を
お
ろ
し  

令
和
2
年
9
月

○  

見
た
ふ
り
し
考
え
た
ふ
り
読
め
た
ふ
り  

令
和
3
年
1
月

○ 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
目
指
す
会
議
の
紙
資
料 

令
和
3
年
4
月

○ 

絶
妙
に
妻
が
操
る
火
の
車            

令
和
3
年
9
月

○ 

防
衛
費 

増
え
る
ほ
ど
減
る
安
堵
感  

令
和
4
年
7
月

○ 

気
球
か
ら
街
見
下
ろ
し
て
鳥
に
な
る 

令
和
4
年
10
月

○ 

処
理
水
は
魚
に
も
聞
き
決
め
ま
し
ょ
う  

令 

和
5
年
4
月

○ 

寒
い
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
耳
で
す
る    

令
和
6
年
1
月 

○ 

散
歩
後
の 

う
が
い
手
洗
い
皿
洗
い   

令
和
6
年
2
月



措
置
を
継
続 (2024

年
8
月
現
在 ) 

し
て
い
る
。
将
来

的
な
解
決
へ
の
目
途
が
立
た
な
い
重
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

そ
こ
に
大
谷
翔
平
の
爽
や
か
な
語
り
を
借
用
し
た
。

　

1
か
月
前
の
3
月
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
決
勝
を
ア
メ
リ
カ
と
戦

う
直
前
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
大
谷
は
、「
ア
メ
リ
カ
に

は
ト
ラ
ウ
ト
、
ベ
ッ
ツ
な
ど
皆
さ
ん
が
知
る
有
名
選
手

が
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
私
た
ち
は
、
そ
の
ア
メ
リ

カ
と
試
合
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
今
日
だ

け
は
憧
れ
る
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
優
し
く
語
り
掛

け
た
。
大
谷
の
人
柄
を
示
す
言
葉
遣
い
と
し
て
話
題
に

な
っ
た
︿
時
の
言
葉
﹀
で
あ
る
。
海
で
暮
ら
す
︿
当
事

者
﹀
の
魚
を
意
図
的
に
入
れ
て
大
谷
ワ
ー
ド
を
拝
借
し

た
。

② 

川
柳
講
座
教
材

　
　

１ 

節
目
の
百
号

　

月
刊
『
川
柳
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
は
令
和
5
年
4
月
号

で
発
刊
100
号
と
な
っ
た
。
私
は
市
川
先
生
か
ら
依
頼
を

受
け
、
100
号
に
祝
意
を
示
す
一
文
を
寄
せ
る
機
会
を
戴

い
た
。
以
下
、
転
載
し
た
い
。

　

♦
川
柳
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト No.100 

令
和
5
年
4
月
号

祝
百
号
『
私
の
路
標
』
佐
々
木
晃
彦

　
『
川
柳
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
の
発
行
が
百
号
を
迎
え
た
。

そ
の
編
集
か
ら
製
本
ま
で
担
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
主

宰
者
の
市
川
一
先
生
で
あ
る
。400

字
詰
め
原
稿
用
紙

で
月
約
10
枚
あ
る
こ
と
か
ら
、
8
年
4
か
月
で
約1000 

枚
、
書
籍
2
冊
に
等
し
い
文
字
原
稿
に
向
き
合
わ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
そ
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

川
柳
会
当
日
、『
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
を
戴
き
、
先
ず
開

く
頁
は
編
集
後
記
で
あ
る
。
先
生
の
最
近
１
か
月
の
政

治
、
経
済
な
ど
へ
の
所
感
、
時
に
は
怒
り
、
昔
日
へ
の

思
い
出
も
綴
ら
れ
て
い
る
。「
2
時
間
も
パ
ソ
コ
ン
を
頑

張
る
と
心
身
と
も
に
疲
弊
す
る
。
山
道
を
3
時
間
歩
く
方

が
ず
っ
と
楽
」（
70
号
）
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
私

も
合
点
が
い
く
。

　

そ
れ
か
ら
最
初
の
頁
を
開
く
。
作
句
歴
が
浅
い
私
は
、

多
く
の
川
柳
仲
間
や
先
人
の
秀
句
か
ら
学
ん
で
き
た
。

『
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
に
掲
載
下
さ
っ
た
拙
句
は
、
浅
草
芸

人
と
私
を
結
ぶ
、
若
菜
春
夫
の
編
集
に
依
る
「
楽
夢
」

紙
に
転
載
し
て
貰
い
、
内
外
の
知
人
・
友
人
に
送
信
し

て
き
た
。『
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
が
繋
ぐ
絆
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
を
批
判
し
ま
し
た
。
感
染
者
が

爆
増
し
た
第
6
波
流
行
時
の
「
症
状
が
あ
る
人
は
自
分

で
抗
原
検
査
を
し
、
症
状
が
軽
け
れ
ば
自
宅
で
治
る
の

を
待
っ
て
、
元
気
に
な
っ
た
ら
活
動
再
開
を
」、
こ
れ
っ

て
何
で
す
か
！
か
よ
う
な
、
軽
症
者
に
医
療
は
不
要
と
す
る

考
え
は
、
医
療
機
関
に
か
か
れ
ず
に
亡
く
な
る
人
を
続
出
さ

せ
ま
し
た
。
当
時
の
拙
句
で
す

 

○ 

プ
チ
散
歩 

コ
ロ
ナ
の
今
は 

こ
れ
も
旅

 

○ 

ウ
イ
ル
ス
は 

好
き
嫌
い
な
く 

み
ん
な
好
き

 

○ 

声
が
す
る 

マ
ス
ク
姿
に 

♪
君
の
名
は

 

○ 

薄
味
を 

コ
ロ
ナ
に
な
っ
た
と
騒
ぐ
妻

 

○ 

巣
ご
も
り
で
家
飲
み
続
き
依
存
症

 

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

彷
徨
い
ヤ
バ
イ 

な
ん
ま
い
だ
～

 

○ 

腹
が
立
ち
テ
レ
ビ
に
向
か
い
意
見
す
る

 

○ 

絡
み
合
う
国
・
親
・
子
ガ
チ
ャ
時
代
ガ
チ
ャ

 

○ 

金
が
な
い 

そ
れ
で
良
い
の
だ 

被
害
な
い

　

そ
し
て
、
不
謹
慎
の
誹
り
を
免
れ
得
ま
せ
ん
が
、
替
え
歌

を
作
り
発
表
し
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
私
の
抵
抗
と
思
っ
て

下
さ
い
。
本
来
は
、
作
詞 

千
家
和
也
、
作
曲 

浜
圭
介
、
唄       

奥
村
チ
ヨ
の
名
曲
で
す
。

　
　
　

令
和
の
終
着
駅

      ( 

１) 

コ
ロ
ナ
が
舞
い
散
る
夕
暮
れ
は

　
　

 　

  

あ
ち
ら
も
こ
ち
ら
も
ひ
と
気
な
く

              

そ
し
て
今
日
も
一
人 

明
日
も
一
人

              

命
が
消
え
て
い
く

　

  ( 

２) 

政
府
が
送
っ
た
こ
の
布
は

 　
　

  　

目
か
く
し
口
封
じ
の
マ
ス
ク

  　
　
　

 

そ
し
て
今
日
も
一
人 

明
日
も
一
人

   　
　
　

命
が
消
え
て
い
く

  　
( 

３) 

協
議
に
調
整
続
く
日
に

   　
　
　

す
り
合
わ
せ
て
か
ら
ま
た
協
議

   　
　
　

そ
し
て
今
日
も
一
人 

明
日
も
一
人

   　
　
　

命
が
消
え
て
い
く

市
川
一
編
『
川
柳
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』( 

令
和
2
年
5
月
号)

　
　

３ 

言
葉
が
規
定
す
る
個
性

　

私
た
ち
は
︿
川
柳
を
創
る
﹀
と
言
い
ま
す
。

　
︿
創
﹀
は
創
作
の
︿
創
﹀
で
す
か
ら
、
事
実
か
ら
離
れ

た
虚
構
が
入
る
世
界
で
す
。
川
柳
は
17
文
字
の
創
作
劇

と
し
て
、
そ
の
ド
ラ
マ
を
楽
し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

他
方
、
真
実
が
全
く
な
い
世
界
は
人
の
心
を
動
か
す
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
文
芸
に
も
、
全
て
が

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
描
か
れ
た
世
界
は
な
く
、作
者
が
【
真
】

と
【
虚
】
を
程
よ
く
混
じ
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
読
み
手
の

心
を
動
か
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。「
オ
ー
ル
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
オ
ー
ル
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
川

柳
は
な
く
、
真
実
が
３
、
虚
構
が
７
の
時
は
じ
め
て
、
川

柳
に
命
が
宿
る
」( 

杉
山
昌
善 ) 

と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
博
覧
会
の
開
催
時
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・

ダ
リ (1904

～ 1989) 

は
自
分
の
作
品
が
並
べ
ら
れ
た
パ
ビ

リ
オ
ン
が
造
ら
れ
た
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
来
て
講
演
し
て
お
り
ま
す
。
ダ
リ
は
意
味
不
明
の
話

を
し
て
煙
に
巻
い
た
後
、「
狂
人
と
私
の
唯
一
の
違
い
は
、

私
は
狂
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
！
」
と
叫
び
、

演
壇
を
降
り
ま
し
た
。
こ
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
た
来
場

者
の
半
数
は「
矢
張
り
、ダ
リ
は
素
晴
ら
し
い
」と
感
激
し
、

残
り
の
半
数
は
「
矢
張
り
、
ダ
リ
は
気
違
い
だ
」
と
納

得
し
た
と
い
う
。
ダ
リ
の
よ
う
な
発
言
が
一
般
人
に
難

し
い
の
は
、
凡
人
の
常
識
が
邪
魔
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

多
種
多
様
な
民
族
が
集
ま
る
社
会
で
顕
著
に
表
れ
る

の
は
、
発
出
さ
れ
る
言
葉
の
調
子
と
言
葉
を
使
う
個
人

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
個

人
の
特
性
は
、
そ
の
人
が
使
う
言
葉
に
よ
っ
て
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
す
。
言
葉
は
そ
の
人
の
魂
に
内
在
す
る
全

て
を
含
み
ま
す
。
そ
れ
故
に
川
柳
は
、
詠
み
手
が
表
現

す
る
最
上
位
の
投
影
と
な
る
の
で
す
。

 

○ 

買
い
物
は
値
引
き
シ
ー
ル
を
探
す
旅

 

○ 

日
帰
り
で
遊
び
に
行
き
た
い
天
国
へ

 

○ 

公
園
で
ゴ
ル
フ
に
興
じ
る
G( 

爺 )

7

 

○ 

飽
食
で
太
っ
た
人
が
飢
え
を
書
く

 

○ 

朝
小
言 

昼
は
戯
言 

夜
寝
言

 

○ 

目
の
玉
で
花
粉
戯
れ
鼻
便
り

 

○ 

花
粉
症
嫌
い
だ
け
れ
ど 

♪
は
～
る
よ
こ
い

 

○ 

記
憶
力
な
く
て
良
い
の
だ
再
放
送

 

○ 

導
眠
剤 

忘
れ
眠
っ
た
母
起
こ
す

③ 

洞
察
と
ユ
ー
モ
ア

　
　

１ 

妻
を
モ
デ
ル
に
詠
む

　

職
務
教
育
や
訓
練
が
徹
底
さ
れ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ

れ
た
社
会
を
垣
間
見
ま
す
。
経
験
豊
富
な
人
も
新
人
も

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
働
か
せ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
考
え

さ
せ
る
こ
と
を
善
し
と
し
て
い
る
の
で
す
。
す
る
と
、
マ

　

川
柳
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
切
掛
け
を
辿
り
た
い
。

1970

年
前
後
は
、
二
代
目
桂
小
南
師
匠 (1920

～ 1996)

宅
に
居
候
し
て
い
た
。
師
匠
か
ら
は
「
誰
で
も
す
る
お

喋
り
で
お
代
を
頂
戴
し
て
る
ん
だ
」
と
言
葉
の
大
切
さ
を

諭
さ
れ
た
。
そ
し
て2000

年
、
30
年
ぶ
り
に
演
芸
界

と
関
わ
る
。
牧
伸
二
師
匠 (1934

～ 2013) 

と
カ
ラ
オ
ケ
に

行
っ
た
時「
話
し
上
手
に
な
ろ
う
」と
言
い
含
め
ら
れ
た
。

言
葉
の
価
値
が
下
が
り
始
め
て
い
た
当
時
、
双
方
に
見

ら
れ
た
の
は
〈
こ
と
ば
の
力
〉
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
先
生
は
常
々
「
句
材
・
着
想
が
良
く
、
表
現

が
適
切
で
あ
る
こ
と
が
理
想
」(

84
号 ) 

と
説
い
て
お
ら

れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
『
川
柳
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
は
私
の

路
標
で
あ
る
。

　
　

２ 

怒
り
を
替
え
歌
に

　

１
～
2
年
前
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
侮
蔑
的
な
投
稿
、

マ
イ
ナ
ー
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
研
修
問
題
、

洋
上
風
力
発
電
事
業
を
巡
る

汚
職
事
件
、
衆
議
院
議
長

の
不
誠
実
な
会
見
対
応
、

物
価
高
騰
・
・
・
な
ど
で

政
府
与
党
へ
の
不
満
は
頂

点
で
し
た
。
最
近
も
裏
金
事
件
、

勤
務
実
績
の
な
い
公
設
秘
書
給
与

を
議
員
が
国
か
ら
搾
取
、
有
権
者
に
香
典
を
違
法
に
配

る
・
・
延
々
と
続
く
不
祥
事
に
、
言
葉
は
悪
い
が
「
あ

な
た
た
ち
は
犯
罪
者
集
団
で
す
か
？
」
と
問
い
た
く
な

り
ま
す
。
法
的
根
拠
を
欠
い
た
ま
ま
の
安
倍
氏
の
国
葬

強
行
、
原
発
の
最
大
限
活
用
、
マ
イ
ナ
保
健
証
の
実
質

義
務
化
・
・
。
岸
田
総
理
が
「
聞
く
力
」
と
Ｔ
Ｖ
カ
メ

ラ
の
前
で
掲
げ
た
「
青
い
ノ
ー
ト
」
は
政
権
に
就
く
た

め
の
方
便
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
も
酷
い
も
の

で
し
た
。
第
1
波
、
第
2
波
の
反
省
を
せ
ず
、
第
3
波

以
降
は
医
者
に
か
か
れ
な
い
患
者
が
溢
れ
、
自
宅
で
亡

く
な
っ
た
方
が
沢
山
お
り
ま
し
た
。
こ
の
有
様
に
、「
国

民
に
お
願
い
と
か
、
あ
な
た
た
ち
は
何
を
言
っ
て
い
る

ん
だ
」( 

倉
持
仁
・
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
倉
持
呼
吸
器
内
科

院
長 ) 

と
現
場
か
ら
怒
り
の
声
が
上
が
っ
た
の
を
ご
記
憶

だ
ろ
う
か
。
倉
持
先
生
は「
肝
心
な
時
に
診
て
貰
え
な
い
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
崩
壊
さ
せ
た
」
と
、
政
府
の
新
型



 

○ 

桜
観
て 

入
学
入
社 

俺
入
院

 

○ 

制
服
が
厭 

と
不
服
の
新
入
生

 

○ 

部
屋
に
鍵 

心
に
鍵
の
反
抗
期

 

○ 

窓
際
族
ふ
え
て
会
社
の
窓
足
り
ず

 

○ 

窓
際
は
ま
だ
ま
し 

窓
の
外
も
あ
る

 

○ 

先
を
読
め
！
叱
っ
た
上
司
リ
ス
ト
ラ
に

 

○ 

骨
埋
め
る
積
り
の
会
社 

骨
に
な
る

　

川
柳
は
小
さ
な
紙
片
と
鉛
筆
だ
け
で
事
足
り
る
。
そ

の
上
、
愚
痴
や
不
満
、
怒
り
を
川
柳
に
詠
む
こ
と
が
で

き
れ
ば
心
の
掃
除
に
繋
が
り
ま
す
。
脳
の
活
性
化
を
促

し
ま
す
か
ら
健
康
に
も
良
い
。
教
室
で
気
心
の
通
じ
る

友
人
が
で
き
れ
ば
作
品
の
出
来
栄
え
に
評
価
を
貰
え
る
。

何
よ
り
川
柳
を
始
め
る
と
、
周
辺
の
細
か
な
こ
と
に
関

心
が
及
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
小
見
出
し
に
「
自
分
づ

く
り
」
な
ど
と
大
上
段
に
構
え
ま
し
た
が
、
川
柳
の
効

用
は
、
終
局
、
柔
ら
か
い
心
を
取
り
戻
し
て
く
れ
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
夢
に
定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

３ 

言
葉
に
吹
き
込
む
命

　

作
詞
家
の
阿
久
悠 ( 

注
5) 

が
「 

知
識
と
し
て
の
ヴ
ォ

キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
幾
ら 

た
く
さ
ん
知
っ
て
い
て
も
使

え
な
い
」
と
語
っ
て
い
た

が
、
分
か
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
私
の
小
さ
な

体
験
で
す
が
、『
公
営

競
技
の
文
化
経
済
学
』

( 

芙
蓉
書
房
出
版 ) 

を
執
筆

す
る
際
、
全
国
の
競
馬
、
競
輪
、
競
艇
、
オ
ー
ト
レ
ー

ス
の
各
場
を
丹
念
に
ま
わ
り
ま
し
た
。
必
要
な
資
料
は

あ
っ
た
の
で
す
が
、
体
全
体
で
現
場
を
知
り
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。
主
宰
者
の
配
慮
で
、
厳
し
く
管
理
さ
れ
て

い
る
選
手
宿
舎
や
、
選
手
が
利
用
す
る
食
堂
、
浴
室
・
・

に
も
入
れ
て
戴
き
ま
し
た
。「
こ
こ
か
ら
は
主
宰
者
の
私

た
ち
も
入
れ
な
い
ん
で
す
」
と
、
一
人
、
私
を
、
選
手
し

か
い
な
い
場
所
に
入
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
彼
ら
・
彼
女

ら
と
一
緒
に
食
事
を
戴
き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
を
体

で
感
じ
な
が
ら
、
他
愛
の
な
い
会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
の
元
ス
マ
ッ
プ
、
森
且
行
が
機
材
調

整
し
て
い
る
所
に
も
行
き
ま
し
た
。
森
の
行
く
レ
ー
ス

場
に
若
い
女
性
が
押
し
寄
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
オ
ム
ツ
を

変
え
る
女
性
専
用
ル
ー
ム
を
新
設
し
た
レ
ー
ス
場
も
あ

ニ
ュ
ア
ル
に
頼
っ
て
自
ら
考
え
る
こ
と
を
放
棄
す
る
人
が

続
出
し
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
使
わ
れ
て
人
間
性
が
度
外

視
さ
れ
た
人
が
最
前
線
に
立
つ︿
マ
ニ
ュ
ア
ル
公
害
﹀で
す
。

　

川
柳
創
作
の
過
程
で
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
規
則
を
振
り

か
ざ
し
、
追
い
込
ん
で
困
ら
せ
て
い
る
こ
と
に
無
頓
着
な

人
が
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
自
己
と
他
人
の
間
の
温
か
い
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
尊
敬
と
理
解
を
保
ち
な
が

ら
接
す
る
関
わ
り
で
す
。
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
に

洞
察
と
ユ
ー
モ
ア
の
能
力
を
見
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

　

制
服
の
源
流
は
軍
隊
に
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
世
代
が

中
・
高
時
代
に
着
用
し
て
い
た
学
生
服
も
そ
の
流
れ
に

あ
り
ま
し
た
。
指
揮
官
、
或
い
は
先
生
の
思
い
通
り
に

動
く
制
服
姿
は
異
様
で
、
人
間
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
そ
の

も
の
で
す
。
制
服 ( 

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム ) 

は
マ
ニ
ュ
ア
ル

至
上
主
義
が
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
た
も
の
で
、
時
に
は
人

間
ら
し
さ
を
圧
殺
し
ま
す
。
再
認
識
し
た
い
の
で
す
が
、

川
柳
創
作
の
上
で
大
切
な
要
素
は
、
物
事
や
人
情
に
隠

さ
れ
た
真
の
姿
に
触
れ
る
〈
う
が
ち
〉 

、
ユ
ー
モ
ア
を
感

じ
さ
せ
る
〈
お
か
し
み
〉 

、
小
気
味
よ
く
爽
快
に
詠
む
な

か
に
深
味
や
広
が
り
を
出
す
〈
軽
み
〉
で
す
。
さ
て
、
雑

詠
な
ら
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
題
詠 ( 

注
4) 

で
は
そ
う
は
参
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
家
族
の
協
力
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
朗
妻
に
は
創
作
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
貰
い
、
モ
デ
ル
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

○ 

妻
の
腹 

見
せ
る
勇
気
と
見
る
勇
気

 

○ 

化
粧
よ
り 

化
粧
回
し
が
似
合
う
妻

 

○ 

俺
が
行
く 

妻
が
ま
た
行
く
先 

ト
イ
レ

 

○ 

夏
バ
テ
で 

俺
は
冷
麦 

妻
鰻

 

○ 

食
べ
て
寝
て 

テ
レ
ビ
観
て
寝
て 

妻
実
る

 

○ 

朗
妻
が
獣
の
よ
う
に
吠
え
る
日
々

 

○ 

顎
二
重 

腹
は
三
段 

令
和
四
年

 

○ 

良
い
母
を
演
じ
た
後
の
恐
い
妻

 

○ 

賑
や
か
な
妻
を
黙
ら
す
三
面
鏡

 

○ 

朗
妻
は
喋
り
出
し
た
ら
山
本
リ
ン
ダ

　
　

２ 

言
葉
に
よ
る
自
分
づ
く
り

　

毎
日
24
時
間
、
365
日
を
積
み
重
ね
る
現
実
は
、
余
り

に
さ
さ
や
か
で
慎
ま
し
い
。
科
学
技
術
の
発
展
は
社
会

環
境
を
瞬
時
に
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
が
、「
人
間
」

は
、
そ
う
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
問
わ
れ
る
の
が
「
自
分
づ
く
り
」
で
す
。
周
り
の
、

不
条
理
な
変
化
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
流
さ
れ
ず
、
時
に
は

変
化
を
巧
み
に
利
用
し
て
取
り
組
む
「
自
分
づ
く
り
」

で
す
。
新
し
い
発
想
を
生
み
出
し
な
が
ら
楽
し
く
生
き

る
、
そ
こ
に
自
分
づ
く
り
の
極
意
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
支
え
る
の
が
豊
か
な
想
像
力
で
あ
り
、
基
と
な
る
の

が
言
葉
で
す
。

　

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
現
代

を
直
視
し
て
生
き
て
い
る
。
目
を
逸
ら
す
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
逸
ら
し
た
ら
川
柳
は
創
れ
ま
せ
ん
。
逸
ら
し

た
時
か
ら
ご
隠
居
扱
い
と
な
り
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
社
会
の
外
に
置
き
去
り
と
な
り
ま
す
。
置
い
て
け
ぼ

り
の
発
言
は
老
犬 ( 

私
は
戌
年
生
ま
れ ) 

の
戯
言
に
な

る
。
言
葉
に
命
を
吹
き
込
む
作
業
は
綿
々
と
続
け
た
い
。

カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

例
え
る
な
ら
、
標
準
レ
ン
ズ
で
一
点
だ
け
見
詰
め
る
の

で
は
不
十
分
で
す
。
望
遠
レ
ン
ズ
を
装
填
し
て
遠
く
を

見
た
り
、
広
角
レ
ン
ズ
や
魚
眼
レ
ン
ズ
に
換
え
る
必
要

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
フ
ァ
イ
ル
化
し
、
リ
ズ
ム

感
の
あ
る
言
葉
を
紡
ぐ
の
で
す
。

　

歌
人
の
俵
万
智
は
「
人
は
言
葉
に
よ
っ
て
関
係
を
築

く
。
言
葉
は
一
番
大
事
な
生
き
る
力
だ
と
思
う
」
と
語
っ

て
い
る
。「
丁
寧
に
生
き
る
な
か
で
歌
が
生
ま
れ
、
歌
の

お
か
げ
で
丁
寧
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
も
。

ケ
ー
ナ
奏
者
の
八
木
倫
明
は
訳
詞
家
の
顔
も
持
つ
。「
ふ

る
さ
と
の
ナ
ナ
カ
マ
ド
」「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
」

「
思
い
出
の
サ
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
」「
広
い
河
の
岸
辺
」
な

ど
膨
大
な
曲
を
訳
し
て
お
ら
れ
る
。
言
葉
の
力
を
良
く

知
る
お
二
人
で
す
。

　

他
方
、
周
辺
で
は
曖
昧
な
表
現
が
氾
濫
し
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。
世
代
を
跨
ぐ
言
葉
が
成
立
し
に
く
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

 

○ 

ま
た
サ
ン
マ
？ 

そ
ん
な
時
代
が
懐
か
し
い

 

○ 

♪
ピ
ン
ポ
ー
ン 

さ
あ
宅
配
か
集
金
か

 

○ 

ギ
タ
ー
弾
く 

妻
は
指
先 

俺
口
先

 

○ 

医
者
通
い 

こ
れ
が
な
け
れ
ば
引
き
籠
り

 

○ 

風
邪
で
す
か
？ 

医
者
の
あ
な
た
が
決
め
る
こ
と

 

○ 

注
射
よ
り
マ
ジ
痛
い
の
が
薬
代

 

○ 

医
療
費
の up 

で
家
計 give up

 

○ 

歯
の
治
療 

削
り
埋
め
立
て 

工
事
中

 

○ 

そ
っ
と
乗
り 

怒
っ
て
降
り
る
体
重
計

り
ま
し
た
。( 

え
ぇ
っ
！
そ
れ
聞
く
の
？
・
・
女
性
専
用

ル
ー
ム
に
・
・
入
り
ま
し
た )

。「
競
輪
に
乗
っ
て
バ
ン

ク
を
走
り
た
い
」「
ボ
ー
ト
に
乗
り
た
い
」
な
ど
と
主
宰

者
に
言
っ
て
は
困
ら
せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
体
感
か
ら
、
そ
の
場
に
し
か
な
い
空

気
、
色
、
臭
い
、
人
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
紙
資
料
を

幾
ら
積
み
重
ね
て
も
、
そ
こ
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

言
葉
を
使
っ
て
何
か
を
訴
え
よ
う
と
す
る
時
、
本
を
開

く
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る 

・ 

・
そ
れ
で
は
不
十
分
で
す
。
閉

じ
籠
っ
て
言
葉
探
し
を
す
る
だ
け
で
は
、
言
葉
に
命
を

吹
き
込
み
、
そ
の
生
き
た
言
葉
を
川
柳
で
使
え
る
よ
う

に
な
る
の
は
難
し
い
。
例
え
ば
「
経
営
学
」
を
教
え
る

な
ら
企
業
経
験
が
、「
貿
易
実
務
」
を
講
じ
る
な
ら
海
外

取
引
の
実
務
体
験
が
あ
っ
た
方
が
良
い
よ
う
に
。

 

○ 

経
営
学 

教
え
る
と
こ
ろ
火
の
車

 

○ 

香
港
の
雨
傘 

い
ま
や
骨
が
な
い

 

○ 

早
起
き
し 

何
も
し
な
い
で
早
く
寝
る

 

○ 

何
は
し
ゃ
ぐ 

い
つ
も
我
が
家
は
連
休
よ

 

○ 

都
会
人 

過
疎
地
を
秘
境
と
大
騒
ぎ

 

○ 

今
日
も
ま
た 

記
憶
の
箱
の
鍵
探
し

 

○ 

吸
っ
て
吐
く 

生
き
る
っ
て 

♪
た
だ
そ
れ
だ ~

け~

よ~
 

○ 

ふ
れ
あ
い
の
広
場
は 

人
の
い
な
い
場
所

 

○ 

職
業
が
元
〇
〇
は 

い
ま
無
職

　

上
記
の
句
の
な
か
で
、「
鍵
」
の
お
題
で
創
っ
た
拙
句

を
市
川
先
生
は
、「
こ
れ
良
い
ね
え
」
と
褒
め
て
下
さ
っ

た
。
先
生
自
身
も
「
鍵
」
で
作
句
を
ト
ラ
イ
し
た
が
、「
ど

う
も
巧
い
こ
と
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
嘆
い
て
お
ら

れ
た
。
褒
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
滅
多
に
な
い
の
で
、
当

時
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。

④ 

日
野
本
町
川
柳
会
の
閉
鎖

　
　

１ 

先
生
か
ら
届
い
た
便
り

　

前
略

　

何
時
ま
で
も
多
忙
・
繁
忙
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
の　
　
　
　
　

は
、
生
き
る
こ
と
が
根
っ
こ
か
ら
下
手
な
せ
い
で
あ
ろ

う
。
30
代
も
60
代
も
、
80
代
に
な
っ
て
も
、
1
週
間
が

短
く
て
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
病
気
も
せ
ず
働
け
る
う
ち

は
良
い
の
で
す
が
、
怪
我
で
も
す
る
と
エ
ラ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

つ
い
先
だ
っ
て
、
そ
の
エ
ラ
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
屋
内
事
故
に
よ
る
左
脚
骨
折
は
重
傷
で
、



い
つ
靴
が
履
け
る
よ
う
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ド

ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
ま
し
た
。
脚
の
痛
さ
が
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
年
に
な
る
と
、
何
ヶ
月
で
完
治

す
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
急
な
お
知
ら
せ
で
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
5
月
9
日 ( 

木 ) 

の
予
定
は
休
講
と
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。
6
月
以
降
も
無
理
な
た
め
、
残
念
な
が

ら
こ
れ
で
講
義
終
了
と
さ
せ
て
戴
き
た
く
、
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

早
々2024

年
5
月
1
日 

市
川 

一

　

市
川
先
生
主
宰
の
日
野
本
町
川
柳
会
は
、2024

年
４

月
４
日 ( 

木 ) 

が
最
終
日
と
な
っ
た
。
私
が
参
加
し
た
初

日
の2017

年
6
月
１
日 ( 

木 ) 

に
は
12
人
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
7
年
は
結
構
な
人
の
出
入
り
が
あ
り
ま
し

た
。
引
っ
越
し
て
東
京
を
離
れ
た
方
、
老
々
介
護
で
や

め
た
方
が
お
り
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
方
も
私
が
知
る
だ

け
で
３
人
い
ま
す
。
最
終
日
は
４
人
で
あ
っ
た
。

　

句
会
に
は
ベ
テ
ラ
ン
と
、
私
の
よ
う
な
初
心
者
が
入

り
混
じ
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
先
生
に
は
教
え
る
こ
と

の
難
儀
さ
が
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
い
つ
も
穏
や

か
で
し
た
。
指
導
者
が
必
死
に
な
り
過
ぎ
る
と
、
管
理

し
始
め
た
り
、
最
悪
は
暴
言
の
温
床
に
な
る
。
先
生
は

私
た
ち
の
句
に
点
数
を
付
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
学
習
環
境
が
、
7
年
も
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
要
因
と
考
え
て
い
る
。

 

○ 

虫
の
声 

聞
い
て
る
母
は 

虫
の
息

 

○ 

母
の
日
の 

他
の
日
す
べ
て 

オ
イ
ラ
の
日

 

○ 

披
露
宴 

祝
辞
ほ
ど
ほ
ど
嘘
を
言
い

 

○ 

汗
か
い
て
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
振
り
だ
し
に

 

○ 

深
い
わ
け
聞
か
な
い 

聞
く
と
金
か
か
る

 

○ 

行
く
所
な
く
て
自
宅
で
三
つ
揃
い

 

○ 

隣
り
か
ら
溜
息
漏
れ
る
試
着
室

 

○ 

現
世
は 

寄
り 

抜
け 

横
と 

回
り
道

 

○ 

絶
好
調
！
今
朝
も
日
課
の
ウ
イ
ス
キ
ー

　
　

２ 

日
野
柳
友
会
に
入
会

　

私
た
ち
は
皆
平
等
に
年
齢
を
重
ね
て
い
る
の
に
、
人

生
が
次
第
に
愉
快
に
な
る
人
と
、
日
々
、
不
平
不
満
が

募
る
人
に
分
か
れ
る
嫌
い
が
あ
る
。
人
生
は
9
回
ま
で

あ
る
野
球
や
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
に
例
え
ら
れ
る
。
句
会

も
一
緒
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
途
中
を
楽
し
む
こ
と
に

尽
き
る
。
違
う
環
境
で
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
意
を
決
し
、

2024

年
6
月
2
日 ( 

日 ) 

に
多
磨
平
交
流
セ
ン
タ
ー
に

出
掛
け
た
。

　
そ
こ
で
は
毎
月
、
第
一
日
曜
日
に
「
日
野
柳
友
会
」( 

創

立1988

年
4
月)

が
句
会
を
開
い
て
い
た
。
日
野
本
町

川
柳
会
で
は
成
績
評
価
を
下
し
、
点
数
化
し
て
序
列
化

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
野
柳
友
会
で
は

2
か
月
前
に
出
さ
れ
た
二
つ
の
お
題
で
二
句
ず
つ
、
計

4
句
創
っ
て
句
会
の
前
に
提
出
す
る
。
集
ま
っ
た
句
は

印
刷
さ
れ
て
配
ら
れ
る
。
そ
こ
に
作
者
の
名
前
は
な
い

の
で
、
誰
が
ど
の
句
を
詠
ん
だ
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ

の
状
態
で
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
︿
自
分
が
良
い
と
思
っ

た
句
﹀
を
選
び
、
点
数
化
し
て
成
績
を
競
う
。
隣
に

座
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
女
性
が
「
自
分
の
句
が
一
番
と
思
っ

て
い
る
の
に
、
選
ば
れ
な
い
の
よ
ね
」
と
小
さ
な
声
で

自
虐
的
に
呟
い
た
。
自
分
の
句
に
自
信
が
あ
る
方
に
は
、

チ
ョ
ッ
ト
し
た
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え

る
。

　
『
川
柳
か
わ
せ
み
』
第
433
号(

日
野
柳
友
会2024

年

7
月)

か
ら
拙
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

 

○ 

☆
☆
妻
の
料
理
に
実
る
腹

 

○ 

生
い
先
を
知
ら
ず
に
泳
ぐ
出
世
魚

 

○ 

右
腕
と 

頼
る
相
棒 

左
利
き

 

○ 

ヒ
ト
は
熊 

熊
は
ヒ
ト
見
て
胸
騒
ぎ

 

○ 

論
破
し
て
詮
な
く
荒
む
隙
間
風

 

○ 

無
駄
遣
い
駄
目
よ 

と
無
駄
な
お
小
遣
い

 

○ 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

コ
ツ
・
コ
ツ
・
が
コ
ツ 
骨
貯
金

 

○ 

珍
し
い 

栄
一
さ
ん
の
ご
来
宅

 

○ 

珍
し
い
髪
型
で
す
ね 

か
つ
ら
で
す

 

○ 

言
い
訳
も
謝
罪
も
メ
モ
を
読
む
政
治

 

○ 

や
っ
と
こ
さ
四
季
守
っ
て
る
地
球
村

 

○ 

留
守
電
は
居
た
っ
て
出
な
い
居
留
守
電

お
わ
り
に

　

フ
ラ
ン
ス
人
は
日
常
的
に
、C'est la vie(

セ
・
ラ
・

ヴ
ィ)

と
言
う
。
南
フ
ラ
ン
ス
の Aix-en-Provence( 

エ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス)

に
2
年
、
パ
リ
郊

外
の Rueil-M

alm
aison(

リ
ュ
エ
イ
ユ
・
マ
ル
メ
ゾ
ン)

に
5
年
住
ん
で
の
実
感
で
す
。
日
本
語
で
は
「
こ
れ
が

人
生
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
か
の
国
で
は
様
々
な
場
面
で

使
わ
れ
る
。
思
い
通
り
こ
と
が
運
ば
な
か
っ
た
場
合
の

諦
め
や
慰
め
の c'estla vie 

に
は
「
仕
方
な
い
さ
、
こ

れ
も
人
生
だ
よ
」
と
な
り
、
成
功
や
幸
運
に
巡
り
合
っ

た
場
合
の c'estla vie 

に
は
「
こ
れ
ぞ
人
生
！
」「
人
生

バ
ン
ザ
イ
！
」
と
な
っ
て
状
況
は
真
逆
で
あ
る
。

　

良
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
全
て
を
素
直
に
受
け
入
れ
、

楽
し
も
う
と
す
る
お
国
柄
が c'est la vie 

に
凝
縮
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
川
柳
に
は
、
こ
の c'est lavie 

が
溢

れ
て
い
る
と
思
う
。
努
力
が
実
っ
た
人
生
、
溜
息
混
じ

り
の
人
生
、
ホ
ッ
コ
リ
す
る
情
景
、
人
間
関
係
の
難
し

さ
な
ど
、c'est la vie 

の
呟
き
と
と
も
に
詠
み
手
の
揺

れ
る
心
を
表
現
す
る
。
確
か
に
、
川
柳
は
、
５
・
７
・
５

の
自
画
像
で
あ
る
。︵
文
中
の
敬
称
略
︶

　
注

 (

注
１) 

連
歌
の
付
け
句
の
規
則
を
、
逆
に
下
の
句
に
対
し

て
行
う
前
句
付
け
が
独
立
し
た
も
の
。
季
語
や
切
れ
の
約
束

が
な
く
口
語
が
主
体
で
、
字
余
り
や
句
跨
り
の
破
調
、
自
由

律
や
駄
洒
落
も
見
ら
れ
、
言
葉
遊
び
の
要
素
も
あ
る
。
呉
陵

軒
可
有
が 1765 

年
に
、
前
句
付
の
秀
句
集
『
誹
風
柳
多
留
』

初
編
を
発
行
し
た
際
、
選
者
が
柄
井
川
柳
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
文
芸
を
川
柳
と
呼
び
今
日
に
至
る
。

(

注
２) 

市
川
一 (1937

年
生 ) 

は
神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
。

1984

年
に
読
売
多
摩
川
柳
ク
ラ
ブ
創
立
。
同
年
、
月
刊
『
川

柳
さ
わ
や
か
』発
刊
。1992

年
か
ら
読
売
新
聞
多
摩
版
選
者
。

同
年
か
ら2014

年
ま
で
読
売
カ
ル
チ
ャ
ー
八
王
子
講
師
。

句
集
に
、
川
柳
作
家
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
市
川
一
』 ( 

新

葉
館
、2018)

、『
め
い
あ
ん
』( 

川
柳
文
庫
、2022) 

ほ
か
。

 (

注
３) 

川
柳
に
は
他
に
、
シ
ル
バ
ー
川
柳
、
介
護
川
柳
、
夫

婦
川
柳
、
健
康
川
柳
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
、
つ
ぶ
や
き
川
柳
、

ス
ポ
ー
ツ
川
柳
、
ア
ー
ト
川
柳
、IT

川
柳
な
ど
が
あ
る
。
規

律
に
捉
わ
れ
な
い
言
葉
遊
び
も
あ
る
。「
先
人
を
崇
め
祟
り

を
免
れ
る
」「
分
別
が
つ
か
ず
分
別
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
」「
惚

れ
た
ん
よ
惚
れ
て
惚
れ
抜
き
惚
け
た
ん
よ
」「
再
値
上
げ
続
き
我

が
家
も
再
音
上
げ
」。

 (
注
４) 

雑
詠
は
課
題
に
依
る
こ
と
な
く
、
詠
み
手
の
自
由
な

裁
量
で
詠
む
方
法
。
他
方
、
題
詠
は
現
実
の
体
験
と
関
わ
り

な
く
、
予
め
決
め
ら
れ
た
〈
題
〉
に
よ
っ
て
詠
む
創
作
方
法
。

題
か
ら
想
像
で
き
る
虚
構
の
世
界
観
が
詠
め
る
の
で
︿
題
詠
が

創
り
や
す
い
﹀
と
考
え
る
人
が
多
い
。

(

注
５) 

阿
久
悠 (1937~2007) 

は
兵
庫
県
洲
本
市
出
身
。

作
詞
家
・
放
送
作
家
・
小
説
家
。
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
で

の
大
賞
受
賞
曲
は
作
詞
家
と
し
て
最
大
の
5
曲
。
尾
崎
紀
世

彦
「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」(1971)
、
都
は
る
み
「
北
の
宿
か

ら
」 (1976)

、
沢
田
研
二
「
勝
手
に
し
や
が
れ
」 (1977)

、
ピ

ン
ク
レ
デ
ィ
ー
「UFO

」(1978)
、
八
代
亜
紀
「
雨
の
慕
情
」

(1980)

。
菊
池
寛
章
、
紫
綬
褒
章
受
章
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

佐
々
木
晃
彦 (

さ
さ
き
・
あ
き
ひ
こ)

　

山
形
県
生
ま
れ
。
九
州
共
立
大
学
名
誉
教
授(

文
化

経
済
学)

。
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
商
科
大
学
院
大
学
（
カ
ナ

ダ
、
芸
術
経
済
学
）、
レ
ン
ヌ
第
一
大
学
大
学
院
（
フ
ラ

ン
ス
、
日
本
の
文
化
産
業
）
特
任
招
聘
教
授
。「
お
笑
い

台
本
」
の
世
界
を
経
て2017

年
よ
り
市
川
一
に
師
事
、

川
柳
創
作
に
取
り
組
む
。
作
品
は
『
川
柳
さ
わ
や
か
』

No.401(

読
売
多
摩
川
柳
ク
ラ
ブ2018)

、
市
川
一
編

『
川
柳
の
あ
し
あ
と
』( 

川
柳
文
庫2022

）
日
野
本
町
川

柳
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト 

』(2017

年
7
月
号2024

年
5
月

号)

、『
川
柳
か
わ
せ
み
』( 

日
野
柳
友
会 2024

年
7
月

号)

に
収
録
。

初
出
：(

財)

昭
和
経
済
研
究
所


